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大阪市立平野小学校 令和７（2025）年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

１ 学校運営の中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度の現状と課題 

「安全・安心な教育の推進」について、令和６年度のいじめ対応においても、いじめを

受けた子どもの救済と尊厳を最優先にしてきた。具体的には、「大阪市いじめ対策基本方

針」に基づいて対応し、事前に明示したルールを公平・公正に適用する「学校安心ルー

ル」を徹底し、学校ホームページなどでも提示した。また、学校アンケートにおいて、「友

だちの気持ちを考えて行動できている（児童）」の項目で 92％、「いじめのない学級・学

年・学校づくりに努めている（保護者）」の項目についても、97％以上の高い値を維持でき

ている。不登校児童の対応では、あらゆる場合にも対応していけるようこどもサポートネ

ットやスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーと家庭・学校がより密に連携

を図ることができるよう継続している。令和６年度末に行った学校アンケート「学校は安

心する場所だと思いますか（児童）」の項目について、肯定的な回答をする児童が 91％お

り、学校全体の不登校児童数も、一昨年度と比較した人数において減少傾向にある。今年

度も引き続き関係諸機関と連携を図りながら、全児童の教育の機会確保に努める。 

「未来を切り拓く学力・体力の向上」について、令和６年度の経年調査の結果、国語

科・社会科・英語科に関しては２学年、算数科に関しては３学年が大阪市平均を下回る結

果となった。国語科を領域別に見ると、「読むこと」においては、全学年で大阪市平均を下

回り、「話すこと・聞くこと」「書くこと」においては、半数の学年が大阪市平均を下回っ

ていた。今年度から新たに校内研究科目を国語科に設定し、全ての学習の基礎基本である

「文章を読む力」を育む授業づくりに取り組む。また、算数科において全学年で大阪市平

均正答率を下回ってはいたものの、領域別に見ると、「数と計算」「図形」の正答率におい

ては、２学年が大阪市平均を上回った。これは、継続的にモジュールタイムで行っている

計算技能向上の取り組み「計算さかのぼりチャレンジ」の成果が少しずつ表れた結果であ

ると考えられる。外国語科・外国語活動に関しては、経年調査の結果、第５・第６学年と

もに大阪市平均を上回ることができなかった。しかし、経年調査の質問紙における「外国

語（英語）の授業で学習したことを使っていろいろな人と話をしたいと思いますか。」に対

して肯定的に回答する児童の割合は、第５学年で 70％、第６学年では 60％を超え、外国語

（英語）を使って積極的にコミュニケーションを図ろうとする児童が多いこともわかる。 

 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果では、男女ともに体力合計点が大阪市及び

全国平均値を上回った。男子は上体起こし、長座体前屈、シャトルラン、立ち幅跳び、ソ

フトボール投げの５種目で大阪市及び全国平均を上回った。一方、握力、50ｍ走の２種目

では、大阪市及び全国平均を下回り課題も見られた。また、児童質問紙「運動やスポーツ

をすることは好きですか」の項目において、肯定的に回答した児童の割合が男子 94.8％、

女子 87.5％であり、ともに全国平均を上回る結果となった。また、１週間の総運動時間が

60 分未満の児童の割合は、男子 10.3％、女子 10.8％で、特に女子に関しては、大阪市及

び全国と比較しても大幅に少なかった。これまで継続してきた体育集会やなわとび集会に

加え、児童が休み時間に短距離走やボール運動を楽しめる場を設定するなど、一昨年度か

ら新たな取り組みを積み重ねた成果が表れていると考える。しかし、男女ともに握力と反

復横跳びは全国平均を下回ったため、今後の課題として、児童が楽しみながら主体的に運

動に取り組む計画を体育委員会中心に企画していく。 

 。 
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「学びを支える教育環境の充実」については、ICT に関わる取り組みとして、本校は積極

的にデジタル教科書等デジタル教材や学習者用端末を活用してきた。児童アンケート「デ

ジタル教科書や学習者用端末を使った学習者用端末を使った学習は楽しいですか」の項目

において、肯定的な回答をした児童の割合も 94％と高かった。ICT 関係機器等の活用研修

も行い、デジタル教材等の使用を進めている。また、「学校園における働き方改革推進プ

ラン」については、業務の効率化を図り、会議時間の短縮化・短縮意識の向上に継続し

て取り組んでいる。昨年度４月～３月の 12 か月間のうち、月 45 時間を超えて時間外勤務

を行う教職員の割合が 50％を上回ったのは４月の１回のみであり、目標を達成できた。ゆ

とりの日に加え、新たに「ゆとり期間」の設定、会議資料のペーパーレス化、定時終了を

目指した打ち合わせや会議、授業や行事準備の分担など、教職員一人ひとりが作業の効率

化を進める意識を持ちながら業務に取り組んでいる。しかし、子どもたちに寄り添う時間

を確保するための工夫を重ね、教職員の意識改革が少しずつ進んでいる一方で、児童・教

職員にとってより効果的・効率的な ICT 活用や働き方の改善の余地はまだ残されている。 
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中期目標 

【安全・安心な教育の推進】 

○令和７年度の年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消に向け

て対応している割合を毎年 100％にする。 

○令和７年度の小学校学力経年調査・校内調査における「いじめは、どんな理由があって

もいけないことだと思いますか。」の項目について、「当てはまる」と答える児童の割

合を 85％以上にする。 

○毎年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を、前年度より減少させる。 

○毎年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。 

 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

○令和７年度の小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じ

て、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか。」の項目に対し

て、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を令和３年度より向上させる。 

○小学校学力経年調査における国語及び算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団に

おいて経年的に比較し、いずれの学年も６年生時の結果を令和３年度より向上させ

る。 

○令和７年度の小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか。」

の項目に対して、肯定的に回答する児童の割合を令和３年度より向上させる。 

○令和７年度の小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポー

ツをすることは好きですか。」の項目に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児

童の割合を令和３年度より向上させる。 

 

【学びを支える教育環境の充実】 

○令和７年度の小学校学力経年調査における「正しいキーワードを入力して、知りたい

ことをインターネットで調べることができますか。」「デジタルドリルを使った学習

は楽しいですか。」の項目に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を

令和３年度より向上させる。 

○令和７年度の全教職員の年間総残業時間数を令和３年度より 10％以上減少させる。 
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２ 中期目標の達成に向けた年度目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度目標 

【安全・安心な教育の推進】 

〇令和７年度の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消した割合を 95％

以上にする。 

〇小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思い

ますか。」の項目について、最も肯定的な「そう思う」と回答する児童の割合を 77％以

上にする。 

〇年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

〇年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。 

〇令和７年度末の保護者アンケートにおける「いじめのない学級・学年・学校づくりにつ

とめていると思いますか。」の項目について「そう思う」「どちらかといえばそう思う」

と答える保護者の割合を 93％以上にする。 

〇令和７年度の児童アンケートにおける「学校は安心する場所だと思いますか。」の項目に

ついて、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答える児童の割合を 90％以上にす

る。 

〇令和７年度の児童アンケートにおける「学校のきまり・ルールを守ろうとしています

か。」の項目について、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答える児童の割合を

90％以上にする。 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

○小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考

えを深めたり、広げたりすることができていますか。」に対して、最も肯定的な「当

てはまる」と回答する児童の割合を 36％以上にする。 

○小学校学力経年調査における国語の平均正答率の対全国比を、同一母集団において経

年的に比較し、いずれの学年も前年度より 0.01 ポイント向上させる。 

〇小学校学力経年調査における「理科の勉強は好きですか。」に対して、肯定的に回答

する児童の割合を 76％以上にする。 

○小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか。」に対して、肯

定的に回答する児童の割合を 66％以上にする。 

○小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすること

は好きですか。」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を 70％以

上にする。 

〇令和７年度の小学校学力経年調査における国語及び算数の標準化得点を、同一母集団

において比較し、いずれの学年も前年度より向上させる。 

〇令和７年度の児童アンケート「運動したり体を動かして遊んだりすることが楽しいで

すか。」に対して、肯定的な回答をする児童の割合を 90％以上にする。 

〇令和７年度の児童アンケート「毎日の健康のために、手洗いうがいや、睡眠に気をつけ

ている」の項目について、「そう思う（どちらかといえばそう思う）」と答える児童の割

合を 85％以上にする。 
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【学びを支える教育環境の充実】 

○授業日において、児童の８割以上が学習者端末を活用した日数が、年間授業日の

50％以上になるようにする。（学校行事等の ICT 活用が適さない日数を除く） 

○第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関

する基準 2 の一部を満たす教職員の割合を 50％以上にする。 

〇令和７年度の保護者アンケートにおける「学校は、ホームページや学校公開などを通

して、開かれた学校づくりに努めている。」の項目について、「そう思う」「どちらか

といえばそう思う」と答える保護者の割合を 93％以上にする。 
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大阪市立平野小学校 令和７（2025）年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【安全・安心な教育の推進】 
〇令和７年度の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消した割合を

95％以上にする。 

〇小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思

いますか。」の項目について、最も肯定的な「そう思う」と回答する児童の割合を

77％以上にする。 
〇年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

〇年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。 

〇令和７年度末の保護者アンケートにおける「いじめのない学級・学年・学校づくりに

つとめていると思いますか。」の項目について「そう思う」「どちらかといえばそう思

う」と答える保護者の割合を 93％以上にする。 

〇令和７年度の児童アンケートにおける「学校は安心する場所だと思いますか。」の項

目について、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答える児童の割合を 90％

以上にする。 

〇令和７年度の児童アンケートにおける「学校のきまり・ルールを守ろうとしています

か。」の項目について、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答える児童の割

合を 90％以上にする。 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容➀【１ 安全・安心な教育環境の実現】 

自分を大切に、周りの人も大切にできる集団を育成する。（１－１いじめへの対 

応） 

 

 

指標  

・各学年で作成した学年目標に基づき、年に１回以上、学年集会や学校行事を通して

集団育成の取組を行う。また、「みんな遊び」を月１回以上、20 分休みか昼休みに行

う。 

・年３回、人権学習週間を設定し自分や集団を振り返る機会を設けるとともに、児童

や集団の実態把握に努める。 

・児童アンケートにおける「友だちの気持ちを考えて行動できていますか。」の項目に

ついて、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答える児童の割合を 90％以上

にする。 

取組内容➁【１ 安全・安心な教育環境の実現】 

いじめ・不登校等の未然防止・早期発見・初期対応を大切にした取組を行う。 

（１－２不登校への対応） 

 
指標  

・学期に１回、人権学習週間を設け、「いじめ・いのちについて考える日」を設定

する。また年間３回「いじめアンケート」を実施し、いじめの未然防止、早期発

見に当たる。 

・児童アンケートにおける「学校は安心する場所だと思いますか。」の項目につい

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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て、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答える児童の割合を 90％以上

にする。 

・保護者アンケートにおける「いじめのない学級・学年・学校づくりにつとめてい

ると思いますか。」の項目について「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と

答える保護者の割合を 93％以上にする。 

・年間通して、1 人 1 台学習用端末を効果的に活用し、スクールライフノートを用

いながら取り組む。 

・いじめ・問題行動の事案発生時には、第３者委員会を中心に迅速に対応に当た

る。 

取組内容➂【１ 安全・安心な教育環境の実現】 

学校のきまりについて教職員で共通理解し、児童が規律ある学校生活を送れるよ 

うにする。                   （１－３問題行動への対応） 

 

指標  

・学校のきまりを年度当初に作成、配布し毎週の朝会での指導や学級指導で啓発を

行う。 

・学習規律（始業・終業のあいさつなど）を学校全体で統一する。 

・児童アンケートにおける「学校のきまり・ルールを守ろうとしていますか。」の

項目について、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答える児童の割合を

90％以上にする。 

・学期に１回、あいさつ月間を設け、進んであいさつできる児童を増やす。児童ア

ンケートにおける「自分から心をこめてあいさつをしようとしていますか。」の

項目について「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を 90％以上にする。 

取組内容➃【２ 豊かな心の育成】 

キャリア教育の充実を図るため、出前授業やゲストティーチャーなどを招聘する

などして、将来の夢や目標の実現に向けた意欲を育む。 

（２－２キャリア教育の充実） 

 指標  

・各学年で、１回以上出前授業や体験学習などの取組を行う。 

・キャリアパスポートを活用し、主体的に学びに向かう力が身につくよう、学期に

１回以上、自分の生活を振り返る。 

・キャリア教育年間指導計画に基づいて６年間系統立てた取組を推進する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

取り組み内容① 

  

 

 

取り組み内容② 

  

 

 

取り組み内容③ 

  

 

 

取り組み内容④ 

  

 

後期への改善点 
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取り組み内容① 

 

 

 

取り組み内容② 

  

 

 

取り組み内容③ 

  

 

 

取り組み内容④ 
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大阪市立平野小学校 令和７（2025）年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

○小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分

の考えを深めたり、広げたりすることができていますか。」に対して、最も肯定

的な「当てはまる」と回答する児童の割合を 36％以上にする。 

○小学校学力経年調査における国語の平均正答率の対全国比を、同一母集団におい

て経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 0.01 ポイント向上させる。 

〇小学校学力経年調査における「理科の勉強は好きですか。」に対して、肯定的に

回答する児童の割合を 76％以上にする。 

○小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか。」に対し

て、肯定的に回答する児童の割合を 66％以上にする。 

○小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをする

ことは好きですか。」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を

70％以上にする。 

〇令和７年度の小学校学力経年調査における国語及び算数の標準化得点を、同一母

集団において比較し、いずれの学年も前年度より向上させる。 

〇令和７年度の児童アンケート「運動したり体を動かして遊んだりすることが楽し

いですか。」に対して、肯定的な回答をする児童の割合を 90％以上にする。 

〇令和７年度の児童アンケート「毎日の健康のために、手洗いうがいや、睡眠に気を

つけている」の項目について、「そう思う（どちらかといえばそう思う）」と答える

児童の割合を 85％以上にする。 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

 朝学の時間やモジュールの時間において、国語科や算数科における児童の実態に

応じた前年度の既習事項の学習プリントを作成し活用する。 
( ４－１ 言語活動・理数教育の充実 )   

 指標 

 漢字については全学年同じ形式の既習事項の漢字プリントに取り組み、計算につ

いては基礎計算のプリントに取り組んだ上で基礎計算実態調査を行い、１回目より

も２回目の正答率を向上させる。また、国語科における学習プリントに年１回以上

取り組む。 

取組内容②【４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

 年に２回以上、講師先生を招聘し授業力向上のための校内研修会を開く。また、

子どもたちの伝え合う力を高められるように、児童の発達段階に応じた「話し方の

ルール」や「ハンドサイン」の掲示物を用意し、教室内に掲示する。 (４－１ 言語活

動・理数教育の充実)          

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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指標 

 主体的・対話的な学びの場を設定し、思いや考えを伝えあうことのできる授業を

年 1 回設定し取り組む。 

取組内容➂【４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

 計画的に系統的に外国語活動の学習に取り組んだり、様々な教科の中で世界の

国々の文化理解につながる教材に、子どもたちが触れられる機会を設定したりする

ことで、子どもの他の国や地域の言葉や文化に対する興味関心を高める。 

 C-NET と連携し、低学年から外国語に触れられる機会を増やす。 
( ４－３ 英語教育の強化 )       

 

 

指標 

令和７年度の児童アンケート「他の国や地域の言葉や文化に興味をもっています

か。」の項目について、肯定的な回答をする児童の割合を７８％以上にする。  

取組内容➃【５ 健やかな体の育成】 

 体育集会やかけ足集会を行い体力の保持増進を図る。また体育委員会が中心にな

り、体を動かす遊びを行うことで、多くの児童が楽しく運動に取り組める環境をつ

くる。          ( ５－１ 体力・運動能力向上のための取組の推進 )   
指標 

令和７年度の児童アンケート「運動したり体を動かして遊んだりすることが楽し

いですか。」に対して、肯定的な回答をする児童の割合を 90％以上にする。 

取組内容➄【５ 健やかな体の育成】 
 毎月、ほけんだよりを発行し、児童や家庭に健康に留意するよう呼びかける。また、

健康委員会を中心に朝会や校内放送でも手洗いうがいなどを励行するよう、感染症予防

のための呼びかけを行う。            ( ５－２ 健康教育・食育の推進 )  
 

指標 

 令和７年度の児童アンケート「毎日の健康のために、正しく手洗いをすることができ

ていますか。」の項目について、肯定的な回答をする児童の割合を 85％以上にする。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

取り組み内容① 

  

 

 

取り組み内容② 

  

 

 

取り組み内容③ 

  

 

 

取り組み内容④ 

 
 

取り組み内容⑤ 

 

 

後期への改善点 
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取り組み内容① 

  

 

 

取り組み内容② 

  

 

 

取り組み内容③ 

  

 

 

取り組み内容④ 

  

 

 

取り組み内容⑤ 

 

 

 



 - 13 - 

大阪市立平野小学校 令和７（2025）年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【学びを支える教育環境の充実】 

 

○授業日において、児童の８割以上が学習者端末を活用した日数が、年間授業日の

50％以上になるようにする。（学校行事等の ICT 活用が適さない日数を除く） 

○第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限

に関する基準２の一部を満たす教職員の割合を 50％以上にする。 

〇令和７年度の保護者アンケートにおける「学校は、ホームページや学校公開など

を通して、開かれた学校づくりに努めている。」の項目について、「そう思う」

「どちらかといえばそう思う」と答える保護者の割合を 93％以上にする。 

 

  

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【６ 教育 DX の推進】 

 ICT 支援員と連携しデジタル教材や学習者用端末の活用について、助言や研修を受

け教員の ICT 活用能力の向上に努める。    ( ６－１ ICT を活用した教育の推進 ) 
 

指標  

 教員の ICT 活用能力の実態をとらえ、デジタル教材や学習者用端末の活用につい

ての校内研修を行う。 

取組内容②【６ 教育 DX の推進】 

授業の中で、デジタル教科書や学習者用端末を用いる頻度を昨年度より向上させ

る。また、デジタルドリルの活用を進める。  ( ６－１ ICT を活用した教育の推進 )  

  

指標 

 学習者用端末（タブレット）を週３日以上活用する。 

  
取組内容③【７ 人材の確保・育成としなやかな組織つくり】 

 業務の効率化を図り、会議形式に工夫を取り入れることで子どもたちに寄り添う

時間を確保する。                   ( ７－１ 働き方改革の推

進 )  
 指標 

 月に 45 時間を超えて時間外勤務を行う教職員の割合が 50％を上回る月を、年間６

月までにする。 

  
取組内容④【9 家庭・地域等との連携・協働した教育の推進】 

開かれた学校を目指して、地域や保護者へ教育活動を発信する。 

（ ９－１ 教育コミュニティーづくりの推進 ） 
 

指標  

月に１回学年だよりを発行したり、週に１回以上学年ごとに学校ホームページを更

新したりして、日々の教育活動や学校の方針、取組など、教育実践を発信する。 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

取り組み内容① 

 

 

 

取り組み内容② 

 

 

 

取り組み内容③ 

  

 

 

取り組み内容④ 

 

 

 

後期への改善点 

取り組み内容① 

  

 

 

取り組み内容② 

  

 

 

取り組み内容③ 

  

 

 

取り組み内容④ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 15 - 

３ 本年度の自己評価結果の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 


